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泌尿器科領域におけるEtomidoline（K－2680）の使用経験

神戸労災病院泌尿器科（部長：福田泰久博士）

    福  田  泰  久

CLINICAL USE OF ETOMIDOLINE （K－2680） IN UROLOGY

Yasuhisa FuKuDA

From the DePartment of Urology， Kobe Rosai HosPital

      （Chief： Dr． Y． Fufescda， M． D．）

  Etomidoline （K－2680）， one of the isoindoline derivatives， was administered to the patients

with pain due to various causes．

  A． lnjection group ： Thirty patients were administered by injection． This group con－

sisted of 15 uroliihiasis， 9 urological examination or treatment， 4 postoperative， and 2 infiam－

matory． The e丘ect was excellent in 9， good inユ1， fairly good in 4 arld non－responsive in 6．

Effectiveness rate was therefore 66．7％． Side effects were thirst， unpleasant feeling， eruption

over the face and dizziness．

  B． Tablet group： Thirty patients were also adrninistered per os． This group consisted

of ！3 urolithiasis， 9 postoperative， 1 examination， 7 infiammatory， The effect vvras excellent

in 14， good in 10， fair］y good in 5， non－responsive in 1． Effectiveness rate was therefore 80％

in this group． Side effects were drowsiness， dizziness， unpleasant feeling， nausea， nasal dis－

charge， insomnia． No objective abnor皿alities were observed．

緒 言

 今回，私はイタリアのCarlo Erba社により開発さ

れたイソインドリン系化合物であるEtomidoline（K－

2680）を山之内製薬株式会社より，注射剤および錠剤

の提供をうけ，泌尿器科領域の種々の終痛を訴える患

老に対して投与する機会をえたので，その結果を報告

する．

組成および性状

 Etomidoline（以下K－2680）の化学名は2－ethy1－

3一（β一piperidino・p－phenetidino）phthalimidineで，

つぎの構造式を有する．

    c／NH一〈／！＞Y－O－CH，・CH，一N〈1＞

 ノ＼／H＼

 1 li N－C2Hs
＞＼C／  分子式C23H，，N、0，

 本品は白色または淡黄白色の結晶性粉末で，水には

ほとんど溶けず，ベンゼン，メタノール，クロロホル

ム，酢酸エチルには溶けやすい．

 本四の作用態度はアトロピンの1／！2の向神経性作用

とパパペリンの1／3の向筋肉性作用を併有しており，

動物実験においては，強力で持続性のある鎮痙作用を

認めている，また散瞳，口渇などの副作用においても

アトロピンよりかなり改善されている．

 四品の注射剤は，1管1ml中に主剤3mg含有
し，無色透明の液であり，錠剤は1錠中に主剤3mg

含有し，白色の裸状である．

        注射剤投与例

 投与対象

 1973年2月より同年12月までに神戸労災病院泌尿器

科を訪れた患者を対象とした．その内訳は1）尿路結

石による終痛に対して15例，2）泌尿器科的検査後お

よび処置後の落痛に対して9例，3）泌尿器科領域の

手術後の終痛に対して4例，4）その他，泌尿器科疾

患による落痛に対して2例，計30例であった．

 投与方法



Table 1．尿路結石による疹痛に対する効果

症 例年齢性  病 名 疹痛 の種類 K－2680投与方法 疹痛の消失経過 効  果

1． T，Y．

2． J．N．

3． M，K．

4． 1．T．

5． T．T．

6． K．N．

7． H．A．

8． S．H．

9． H．O．

lo． T．K．

23

18

61

36

39

54

25

28

25

32

女

男

女

男

左 尿管結石
（左遷縦結くに） 左腰部，下腹部の疹痛

右 腎 結 石

右尿管結石（か）

左尿管結石
男

左 尿管 結 石
（左尿管口より2cmぐらいの所V■・4×6π1m）

男 左尿管結石（か）

男私轟㌫黛否
男

男

男

望 尿管結 石
（右腎造影されず）

右 尿 管 結 石
（右尿管口より2cmぐらいの所に3×5mm）

右 尿管 結 石
（右尿管ロに近い所に米粒大のもの）

右側腹部の鈍痛

右下腹部激痛
左側腹部痂痛
左 腰 部 鈍 痛

左 腰 部 癌 痛

右側腹部疵痛
右下腹部癌痛
右 腰 部 疵 痛

右下 腹部癌 痛

2Q％キリット2Qml
十K－26BO lA静注

ll

K－2680 1A 筋注

11

20％キリッ ト 20ml

十K－26801A静注

！！

fl

！1

20％キリット20ml
十K－26802A静注

20％キリット20ml
十K－26801A静注

8分ほどして疹痛すこし軽快するも，3G分
後もがまんできない疹痛持続

無  効

15分後に鈍痛軽快，30分後セこはほとんど消
失する

注射後徐々に痙痛軽快し，1時間50分後に
ほとんどなし

5分後にかなりとれるが，軽度の冷痛持続

30分後にも消失せず

疹痛は運動，せきにより著明，1分30秒か
け注射，注射中よりすこしらくになったが
30分後に複合レジタン注

30分するも痙痛持続，複合レジタン注

1O導爆に半減，2e豊後再度産痛発作，その
ため複合レジタン注

注射中より舌痛やや軽快する．5分後に鈍
痛となり，その後ほとんどなし

10分置どで疹痛消失するも，20分後で再度
生じ，複合レジタン注

著  二

半  効

有  効

無  効

やや有効

無  効

やや有効

著  効

やや有効

副 作用

ll． Y．K．

12． M．W．

13． M．N．

14． S．M．

15． Y．M．

26

62

42

42

41

男

女

男

男

男

 左 尿管 結 石
（L4の横突起の所にごんべい糖様で8×10mm）

左 尿管 結石
（仙腸関節の下部に  8×9mm）

左 尿管結石
（左尿管下部に米粒大）

右 尿管 結 石
（右尿管口の所に 4×4mm）

左 尿 管 結 石

丁丁口丁丁）

左 腰 部 鈍 山

門下腹部鈍 痛

左下腹部疵痛
右下腹部・腰部の鈍痛

左下腹部の鈍痛・不快感

！1

11

1！

K：一2680 1A 筋注

20％キリット20ml
十K－26801A静注

（一）

30分後も軽映せず，複合レジタン注

15分後に鈍痛はかなり軽快するも持続する

10分ぐらいより軽快，30分後にもすこし感
じる

5～10分後に鈍痛となるも，1時間後にも
すこし感じる

30分後にほ’ ﾆんど消失するも，40分後に再
度認め，50分後にすこし残る程度となる

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

頭がすこしボツーと
なる，顔面紅斑，血
圧170／100，20分後
（一）に

（一）

無  効 （一）

有  効

有  二

丁  効

有  効

（一）

（一）

（一）

（一）

お

。

田
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g
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Table 2．検査および処置後の疹痛に対する効果

症 例年齢性  病 名 疹痛の種類IK－268・投肪痢 痙痛の消失経過 i効 果副作用
1．H． S． 21 男  左特発性腎出血

逆行性腎孟撮影後の左腰
狽ﾌ激痛

20％キリット20ml
{K－26801A静注

2Q忠魂にも消失せず，複合レジタン注 無  効 （一）

2．S。 H． 54 男 血      尿
逆行性腎孟撮影後の腰痛および尿道痛

〃
1時間後にすこし消失，1時間30分後には
z痛消失，尿道痛は軽度存在

有  効 （一）

3．M． F， 35 男 尿 道 出 血 尿道鏡施行後の激痛 〃

30分後にすこし消失，1時間後には鈍痛と
ﾈり，4時間後には軽度，6時間後にはほ
ﾆんどなし

有  効
ふらふら感

4．M． S． 35 女 慢 性 腎 炎

尿管カテーテリスムスにiよる尿管尿採取後の下腹iK－2680 1A 筋注部不快感と排尿痛    幽

・時醐騨失  i有効 口渇，気分
ｫし，うと
､とする

5．T． T． 男 左 尿管狭窄
逆行性腎孟撮影後の激痛
i腰部，膀胱部）

20％キリット20ml
{K－26801A静注

20分後に複合レジタン注        1｛  効
1鉦

（一）

6，S．1． 左 尿 管 癌
逆行性腎孟撮影後の左腰
煤C腹部痛 K－26801A 筋注 30分後に半減，60分後セこ消失      i著  効 （一）

7．T． E．

45

? 一 一 ｝

左 尿管結石
i尿管口の所に） 膀胱鏡検査後の激痛 20％キリット20m1

{K－26801A静注
30分後に激痛消失するが，排尿痛は2日間 有  効 （一）

一 －   「 罰  尉  幽 「．  」L「 一 ． ． 一 一 」 』 一 一

W．M． T． 乳   廉   尿 逆行門門孟撮影後の激痛 〃
30分後すこし消失したようであるが，6Q二
ﾊにソセゴン玉5皿9注

やや有効 （一）

9．1．M。 膀胱・尿道破裂後 二二籍カテイ硬新膿・1A號 30分後に刺痛消失 i著  効 （一）

田

函

g
巨．
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ぎ
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Table 3．手術後の疹痛に対する効果

症 例年齢性  病
   

名「二士の種類
K－268・投商法1 疹痛の消失経過 効果1副作用

1．T．1． 膀  胱  癌 轟轟麟後の中等K一畑・1A雛・・分後・・編消失    屠効 （一）

2，M． M．

女1
翌P一男男

左二丁・尿管癌 錺謙摘出術後の倉』 〃 i・・分沈痛・な・齢 有  効 （一）

3．R． S，

63

T6

V5

|32
前立腺肥大症 雛羅術後3日目の1 〃  15分後亡失す・ 著  効 （一）

4．O。 N． 包 茎［包茎飛騰ホ三生認徐・蹴1聯感・ず 著  効 （一）

Table 4．その他の疾患による疹痛に対する効果

症 例年齢性 病 名 疹 痛 の 種 類 K－2680投与方法 疹痛の消失経過 効  果 副 作 用

1．M． D．
49 男1 屠幅立田野尿道の激

痛i  20％キリット20皿1  ＋K－26801A静注 蔭鑛綴・15頒にほとんど消失・会 著  効 （一）

2．1。H． 24男 P
         …

k鯉蓑右騙・尿道の鮪 〃 徐々に消失し，50分後にはほとんど感じず 著  効
25～60分ま

ﾅP渇，ふ
轤ﾓらあり

お

戸



492 福田：Etomidolineの使用経験

 20％キリット20 m1十K－26801m11管を原則とし

ときに2管を混じてゆっくりと静脈内注射をした．ま

た，症例により1管筋肉内注射をした，

 効果判定基準

 つぎの基準を定め，静脈注射あるいは筋肉注射後，

患者の訴えにより，効果を判定した．

 著効：落痛の完全消失をみたもの（30分～1時間以

内に）．

 有効：心痛の緩解をみ，また，平服持続していても

軽度で，さらに鎮痛剤の投与をしなくてもよいもの．

 やや有効：落痛に対して自覚的にわずかに緩解した

と思われるもの．あるいは，一時軽快するも，ひきつ

づき，他藩の投与を必要としたもの．

 無効：終痛の緩解をみなかったもの．

 臨床成績

 1）尿路結石による嬢痛に対する効果（Table 1）

 右腎結石による絵詞1例，尿管結石による終痛12

例，尿管結石（？）による終痛2例，計15例で，その

成績は，著効2例，有効6例，やや有効3例，無効4

例であった．

 著効例中1例は，右腎結石で，右側腹部の鈍痛で，

投与後15分には軽快し，30分にはほとんど消失してい

る．他の1例は，右尿管結石の細紐発作で，20％キリ

ット20ml＋本剤1m12管静注，注射開始後30秒く・

らいして軽快し，5分後には鈍痛となり消失した．

 しかし，痛痛発作に対しては，充分な効果はえられ

ず，全体的に尿路結石による疹痛に対しては有効率

53．3％であった．

 2）検査後および処置後の築庭に対する効果

（Table 2）

 逆行性腎孟撮影後の疹痛5例，尿管カテーテリスム

ス後の疹痛1例，膀胱鏡検査後の痙痛1例，尿道鏡検

査後の疹痛1例，計8例と，尿道留置カテーテル交換

後の尿道の刺痛1例で，その成績は著効2例，有効4

例，やや有効1例，無効2例で，有効率は66，7％であ

った．

 3）手術後の疹痛に対する効果（Table 3）

 左尿管皮膚痩術後の疹痛1例，左腎孟，尿管癌にて

左心・尿管全摘・膀胱部分切除術後2日しての海部痛

1例，前立腺摘出術後3日目に生じた左側腹部痛1

例，包茎術後の疹痛1例，計4こ口あった．その成

績は，著効3例，有効1例で，有効率は100％であっ
た．

 4）その他の疾患による痙痛に対する効果（Table
4）

 慢性前立腺炎・尿道炎による疹痛1例，右腰部打撲

による腰痛・尿道炎による尿道の疹痛1例，計2例

で，その成績は，2例とも著効で，有効率100％であ

った．

 5）臨床成績の総括（Table 5）

 30例中，著効9例，有効11例，やや有効4例，無効

6例で，有効率66．7％であったが，結石による疹痛に

対する効果を除外すれば，著効7例，有効5例，やや

有効1例，無効2例，有効率80％と優秀な成績をえ
た．

Table 5．疹痛に対する効果（注射剤）

尿路結石による疹痛
検査および処置後の痺痛

手 術 後 の 疹 痛

その他の疾患による疹痛

著効 有効

2

2

3

2

6

4

1

やや
有効

3

1

無効

4

2

計 9 ［ 11 4 6

 6） 副作用

 自覚的には，口渇・気分悪化・うとうとする1例，

ふらつき1例，25～60分まで口渇あり，同時にふらふ

らする1例，また，20％キリット20ml＋K・26802

管静注例では，頭がすこしぼおっとし，顔面に紅斑が

出，一時血圧170／120となったが，20分後に消失した

もの1例，計30例中4例になんらかの副作用をみた．

 他覚的なものとして，肝機能，血液一般におよぼす

影響をみたかったが，1回静注あるいは筋注のため施

行しなかった．

 7） 注射剤の小括

 本注射剤を各種の泌尿器科の疹痛に対して使用した

が，結石による疹痛発作に対しては有効率53．3％で，

当初，三塁で，作用の強力なことを期待していたが，

予期に反する結果であったが，本注射剤の性格上，仕

方がないと思われる．

 しかし，検査後，処置後の二二，その他の疾患によ

る落痛に対しては優秀な成績をえた．

 副作用として，口潟・気分悪化・うとうとする・ふ

らつきなどを認めたが，6mg投与例では，顔面に紅

斑を認め，血圧E昇も1時的にあったので，大量に投

与するときは注意を要する．

錠剤投与例
 投与対象

 1973年2月より同年12月までに神戸労炎病院泌尿器

科を訪れた患者を対象とした．その内訳は1）尿路結

石による落痛に対して13例，2）泌尿器科領域の手術



Table 6．尿路結石による疹痛に対する効果

症 例年齢性 病 名 寸寸 の 種類 K－2680錠投与方法 疹痛の消失経過 効  果 副作用

1．M．W． 62 女 左尿管結石 左下 腹部鈍痛 頓用 1回3錠 60分後セこ消失 著  効

2．M．U． 35 男 左尿管結石
iL3左に6×5mm） 左側 腹部鈍痛 〃 6時間ほど持続するも，しだいに消失 やや有効

  （一）『 一 一 『 “ 一

@ （一）

3．S．H． 66 男
左 尿管結石
i腎孟，尿管移行部に6×6皿m） 左    腰    痛 〃 60分後に消失 著  効

   一
i一）

4．T．K． 男 右 尿管結石 右下 腹 部鈍 痛 〃
10分後すこしずつ軽快，15分後ほとんど消
ｸ，そのこ入手，1時間後に排石

著  効

5．K．N．

32

w17一  一36

右 尿管結石
T朧口立詰 右    腰    痛 頓用 1回2錠 15分後に消失

@

著  効

『 L  一
@ （一）『  舳

@ （一）

w ■ 一 一 「一 一 一  

ﾋ
    」 凹

U．1．T．
左 尿管結石
i奮鷹暑近くに小） 左下 腹部鈍痛 頓用 1回3錠

@     罰 一 一 一

30分後に入山，熟眠，2時間後には消失 著  効 む け

@ 一7．J，N， 18 右 腎 結 石 右 側 腹 部 痛 〃 30分後には軽度となるも，すこし存在 有  効 （一）

8，Kl．Y． 両尿管結石
左 側 腹 部 痛（夜ねむれない位）

頓用 1回2錠
30分ぐらいして疹痛軽快するもかすかにあ
閨Cねむれるようになる．2時間後に消失

著  効 （一）

9．H．T． 左尿管結石（か） 左 側 腹 部 痛 頓用 1回3錠
1時間30分後入眠，疹痛はすこしあり，10
條ﾔ後にもごく軽度あり

有  効 （一）

10．M．N．
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Q0

S2

w  一

S5

左尿管結石
i羅慰1cm） 左下 腹部疵痛 〃 60分後にも軽庚せず，某医で注射 無  効 （一）

11．C．K．
左 尿管結 石
i左尿管口より5cmの所に8×9mm〉 左下 腹部鈍 痛

 〃
u ● o ■ ， ， ， ． o ■ ■ ・

@〃

3時間後もなお持続，再度3錠服用，曳時
ﾔ後には話をしていると忘れるくらいとな やや有効 軽度 の

ﾋ む け

12．K．N． 右尿管結石        一 ：右   腰   痛   1日6錠
i2錠×3回）3日間

2日目位より疹痛ほとんどなし 著  効 （一）

13．T．0．

17

w r
R3

二一 一男

左 尿 管結 石 一 左側 腹部鈍痛   1日6錠
i2錠×3回）3日間

痙痛やや軽決するも，鈍痛持続 やや有効 （一）

朝

曇

8
聲．

g
ぎ

。

お
ee



Table 7．手術後の疹痛に対する効果 お

軽

症 例年二二

1． A． A．

2． K． W．

3． N． Y．

4． K． Y，

5． S． Y．

6． Y． O．

7． K． F．

8． K． F．

9． G． N．

17

34

20

’ 58

40

23・

22

21

34

男

男

男

男

男

男

男

男

男

病 名

包 茎

包 茎

包 茎

包 茎

包 茎

包 茎

包 茎

包 茎

包 茎

疹痛 の 種類

術後の二二 （鈍  痛）

11 （激  痛）

！1 （ 1！ ）

11 （ 11 ）

！1’ （ ！1 ）

〃 （中等度の二二）

〃（ある程度がまんできる）

〃 （中等度の疹痛）

11 （激  痛）

K－268Q錠投与方法 二二の消失経過
     

効 果剛作用
頓 用 1回3錠

f1

11

m

頓用 1回2二

二周 1回3錠

！1

1／

f1

1時間後に鈍痛軽減し，
に消失

1．5時間後に完全

1時間後に消失

15分後に消失，そのこ感じず

30分後にはだいぶん消失，
全消失

2時間後には完

25分ほどしてすこしずつ軽減，60分後に完
全に消失
徐々に痺痛軽快するも，
しあり

4時間後にもすご

45分後に消失

8時間後，だいぶんしんぼうできるように
なり，そのこ就寝，目ざめると冷痛消失
1時間後には軽快するも，鈍痛としてしば
らく残る

著  効

著  効

著  置

型  効

著  効

有  効

著  効

やや有効

有  効

（一）

20分後にふらふら，
気分不良，悪心（1
時間で消失）

（一）

（一）

（一）

（一）

Table 8．検査後の痺痛に対する効果

症 例年齢性 病 名 痺痛 の種類 K－2680錠投与方法 痺痛の消失経過 効  果

1．S．Y．18男 特発性腎出血 膀胱鏡後の遠出 頓用1回2錠 繍藩と夏誌ずつ轍60分後に1よ有効

 （一）

 （一）  田
      凸

 （一） 8
      毒．

      量

      羅

副作用  o

 （一）  油

Table 9．その他の疾患による痺痛に対する効果

症 例年齢性 病 名 疹痛の種類1 K－268・二二舷 疹痛の消失経過 効  果 副作用

1．A． S． 49 男 右慢性副睾丸炎 （2錠×3回）7日間
服用中痺痛ほとんど消失 有  効 軽度の鼻汁中

~すると消失

2。H． N． 38 男 慢性膀胱炎 排  尿  後  痛 〃 服用中軽度となるも，しみる感じあり やや有効 （一）

3．M． S． 男 急性前立腺炎
下腹部痛，尿道痛，排尿
ﾉ 〃

2日目ぐらいより痺痛だいぶんとれる．5
坙ﾚごろより排尿痛等完全に消失

有  効 （一）

4．Y． N． 男 慢性膀胱炎 排   尿   痛 〃 服用中は尿道不快感，排尿痛消失 有  効
一時不眠のと
ｫあり

5．M． D．

46

V3

S9

T0

Q2

男 慢性前立腺炎
攝ｫ 尿道炎

排   尿   痛 〃 6日目ぐらいより痺痛消失する 有  効 （一）

6．T． M． 女 左腎・膀胱結核

攝ｫ膀胱炎 下腹部痛，排尿痛 〃 2日目ぐらいより排尿痛軽快する 有  効 （一）

7．K。 Y． 男 慢性前立腺炎 尿   道   痛   1日6錠
i2錠×3回）3日間

2日目より痙痛完全に消失 著  効 （一）
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後の捧痛に対して9例，3）泌尿器科的検査後の寮痛

に対して1例，4）その他，泌尿器科的疾患による痙

痛に対して7例，計30例であった．

 投与：方法

 頓用のときは，1回2錠～3錠，連続的に投与の場

合は，1日3回，1回2錠を原則として7目間投与，

が，1例は転院のため中止，その時点で判定した、1

例は完全に筑肥消失のため，3日間で服用中止した．

 効果判定基準

 頓用の場合，連続投与の場合とにわけ，つぎの基準

を定め，効果を判定した．

 頓用の場合

 著効：60分前後に疹痛の消失したもの．

 有効：二三ほとんど消失するも，なお，軽度の疹痛

存在するもの．

 やや有効：二丁やや軽快するも，持続する疹痛ある

 もの．

 無効：疹痛の緩解をみなかったもの．

 連続投与の場合

 著効：投与開始後2日目ぐらいで疹痛消失したも

の．

 有効：投与開始後3日目ぐらいより痙痛消失したも

の，あるいは，投与期間中に疹痛があきらかに軽映し

たもの．

 やや有効：投与期間中，疹痛やや軽快するも，なお

存在するもの．

 無効：疹痛の緩解をみなかったもの．

 臨床成績

 1）尿路結石による疹痛に対する効果（Table 6）

 右腎結石による三三1例，尿管結石による疹痛11

例，尿管結石（？）による疹痛1例，計13例であっ

た．K－2680錠の投与方法は11例が頓用，2例が連続

的投与であった．その成績は，著効7例，有効2例，

やや有効3例，無効1例で，有効率69．2％であった．

 2）手術後の二三に対する効果（Table 7）

 包茎の環状切開術後の疹痛に対しては，すべて頓用

にて投与した．その成績は，著効6例，有効2例，や

や有効1例で，有効率88．9％で，優秀な成績をえた．

 3）検査後の四悪に対する効果（Table 8）

 特発性腎出血にて，膀胱鏡検査後の学割1例に，頓

用にて投与，60分衡こは排尿痛のみとなり，有効であ

った．

 4）その他の疾患による疹痛に対する効果（Table

9）

 慢性膀胱炎による疹痛3例，急性前立腺炎による疹

痛1例，慢性前立腺炎による痺痛1例，慢性前立腺炎
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・尿道炎による三三1例，右慢性副睾丸炎による疹痛

1例，計7例に連続的に投与した．その成績は，著効

1例，有効5例，やや有効1例で，有効率85．7％であ

った．

 5）臨床成績の総括（Table 10）

 30例中，著効14例，有効10例，やや有効5例，無効

1例で，有効率80％と優秀な成績をえた．

Table 10．臥龍に対する効果（錠剤）

門門1有列四型
尿路結石による疾創
           1
検査 後 の 疹 痛

手 術 後 の 疹 痛

その他の疾患による胃痛1

洲・1・

6

1

1

2

5

1

計
           

1 i41 10 5 1

 6）副作用

 自覚的には，ねむけ2例，20分後ふらふらし，気分

不良，悪心をきたしたもの1例，軽度の鼻汁を訴えた

もの1例，一時的に不眠を訴えたもの1例を認めた。

が，鼻汁を訴えた例は投与終了後消失している．

 他覚的には，連続投与例4例に投与前後の血液一

般，肝機能，BUNを測定したが（Table 11），特記す

べき変化は認められなかった。

 7） 錠剤の小弓

 K－2680錠を泌尿器科領域の各種の疾患による疹痛，

すなわち，尿路結石による疹痛，手術後の疹痛，検査

後の二子，炎症性疾患による疹痛に対して，頓用，連

続的に投与し，その効果をみたが，単子の鎮痙剤とし

ては，有効率8Q％の優秀な成績をえた．

 副作用としては，ねむけ，ふらふら，悪心，不眠を

訴えたが，重篤なものはなく，また，他覚的にも，血

液一般，肝機能，BUNにも影響を与えず，安心して

使用できると思われるt

考 察

 鎮痙剤として，現在，臨床的に応用されているもの

は非常に多く，今後，開発される鎮痙剤は従来のそれ

に比較してなんらかの特徴を有することが必要であ

る．

 K－2680は，その特徴として，1）少量で効果が強い

こと→安全性の改善，2）作用が選択的であること→

副作用面の改善，3）オッジ筋に対する収縮緩解作用

を有すること→三二作用のみを催胆作用から分離，4）

吸収がよいこと→経口投与での確実な効果を有してい

る．
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 泌尿器科領域の忌詞に対する投与成績として，注射

剤投与で，尿路結石に伴う痙痛に対して，3mg筋注

で，著効3例，有効4例，やや有効4例，無効1例，

3mg静注で，有効1例，無効1例，6mg静注例1
例のみであるが，有効1例，尿道カテーテル挿入など

の処置後の疹痛に対して，3mg静注では，6例中，

著効2例，有効2例と報告されており，副作用として

は，ロ潟，からだのほてり，めまい，悪心，ねむけ，

ふるえ，嘔吐，動悸，冷汗，頭がぼんやりする等があ

げられている．

 錠剤投与で尿路結石に伴う疹痛に対して，27南中，

有効19例，やや有効4例，膀胱炎，尿道炎，腎孟炎に

伴う疹痛に対して，13例中，有効10例，やや有効2例

と報告されている．副作用として，口内，便秘，腹部

の重苦しさ，悪心，嘔吐，ねむけ，発疹，ふらつき等

があげられている．

 私の結果では，注射剤投与の30例中，著効9例，有

効11例，やや有効4例，無効6例で，尿路結石による

山盛に対してはすぐれた効果は期待できなかった．副

作用としては，口渇，気分悪化，ふらふら，顔面の紅

斑などであった．錠剤投与の30例中，著効14例，有効

10例，やや有効5例，無効1例，有効率80％であっ

た．副作用としては，ねむけ，ふらふら，気分不良，

悪心，鼻汁，不眠などであった，また，他覚的にも，

血液一般，肝機能検査，BUNでは変化はなかった．

しかし，注射剤6mg投与例で，顔面に紅斑ができ，

一時的に血圧の上昇をきたした点より，今後，投与量

などについて，検討がなされるべきと思われる．

結 語

 鎮痙剤，Etomidoline（K－2680）の注射剤および錠

剤を泌尿器科領域の種々の疹痛を訴える患者に投与

し，次の結果をえた．

 注射剤投与例

 尿路結石による西面15例，泌尿器科的検査後の歯痛

および処置後の痙痛9例，手術後の疹痛4例，その他

炎症i生疾患による疹痛2例，計30例に投与し，著効9

例，有効11例，やや有効4例，無効6例，有効率66．7

％の成績をえた．

 副作用は，口渇，気分悪化，ふらふら，顔面の紅斑

であった，

 錠剤投与例

 尿路結石による疹痛13例，手術後の疹痛9例，検査

後の痙痛1例，炎症性疾患による疹痛7例，計30例に

投与し，著効14例，有効10例，やや有効5例，無効1

例，有効率80％であった．
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 副作用は，ねむけ，ふらふら，気分不良，悪心，鼻

汁，不眠などであった．他覚蝕こは，血液一般，肝機

能検査，BUNで変化を認めなかった．
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